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〈成果〉

連携した結果に対する意見または評価

弊社としましては、毎日の納品量の安定化及び日課納品量確保を評価の１つとしています。

1.日々の納品量を確保する為の準備を怠らない。

2.商品の変化に一早く順応出来ているので、継続して頂くこと。

3.3年目を迎え完成品数量も伸びてきました。

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 すまいるワークセンター

住　所 大阪府東大阪市荒川3-26-15

2715003717

西村　一宏

令和３年度電話番号 06-6785-5400

活動場所：株式会社　FreeLife　八尾営業所

〒581-0817大阪府八尾市久宝寺園1-57-3

実地日程：平成30年10月～現在

生産活動：100均の商品の組み立てと最終工程等

利用者数：5名

一般就職へ向け、地元の社会資源を活用し、一般企業で就労

経験を積むことが目的です。一般企業で働く事で社会参画

し、社会経験と人間関係の構築などを学ぶ。100均の商品を扱

うことで社会への参加を身近に感じて頂くことを目的にして

実施しています。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 株式会社　FreeLife 担当者名 末吉　一博

地域連携活動の一環として就労経験を継続してゆくことで、

社会生活に必要な生活サイクルを身に着けています。普段の

行動指導から所作・挨拶・社会常識等を学び、一般就労に向

けた行動変容が垣間見えています。連携先の企業との関係も

３年目を迎え、各個人が目標を掲げる等、就労姿勢に良い変

化が表れています。

より多くの商品を取り扱う為にも、日々スキルUPを意識した行動変容をして頂きたい。

また3年目を迎え完成品数量を意識した行動に期待したいです。
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